
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11 月26 日（水）（予備日 11/28）に、本校の持久走大会が行われます。子供たちは自分のめあてをもって体力向上
に向けて取り組んでいきます。 

さて、大会当日は、健康観察用紙の「当日の体温及び健康観察記入」、「大会参加の可否」、「緊急連絡先（電話番号）」、
「保護者氏名」に記入漏れが無いようご注意ください。頑張ってきた子を走らせてあげたいという思いは、どの担任に
もあるのですが、これらがないと安全上、走らせることができません。また、当日朝は、大会準備及びたくさんの児童
の健康チェック等で、学校からご家庭に連絡ができません。ご家庭での忘れ防止のご対応をお願いします。どうぞ、記
入漏れ等によって悲しい思いをする子がいないようにご協力をお願いします。 

１１月の行事予定 

持久走大会の健康観察用紙の記入について 

なにごともやってみる         
校長 赤羽 広美 

家や学校で大活躍のセロハンテープは、紙を貼っ
たり、破れたところを直したり、なくてはならない文
房具ですが、「セロハンテープは誰が考えたんだろ
う」と思ったことはありますか。 
セロハンテープは、今から９５年前の１９３０年

（昭和５年）にアメリカのリチャード・ドルーが発明
しました。ドルーは、当時大流行していた透明なセロ
ハン（１９０８年にスイスで発明された。材料は木
材）を留めるためのテープを作りたいと考えたので
す。透明なセロハンでプレゼントを包むととても素
敵なのに、それを留めるものがなくて、人々は苦労し
ていたのだそうです。セロハンでテープを作りたい
とドルーが話すと、当時の科学者たちは「セロハンで
テープを作るのは絶対に無理だ！」と言い切ってい
たそうです。セロハンには表も裏もなく、粘着剤を片
面に塗ってクルクル巻くと、粘着剤が下のフィルム
にくっついてしまい、使えなくなってしまうと考え
られていたからです。ドルーは考えに考えた末、セロ
ハンに粘着剤を塗って実験をしてみました。すると、
粘着剤は塗った側のフィルムに残り、きれいに剥が
れて、テープとして使うことができたのだそうです。 
このセロハンテープは、「百万ドルの発明」と言わ

れるようになり、包装用だけでなく、家庭でも広く使
われ、現在では世界中に広まっています。 
ドルーのように、できないと言われてもあきらめ

ることなく、まずは自分で挑戦して、ためしてみるこ
とはとても大切なことだとこの 
例からわかります。私たちの周 
りにあるものには、発明した人 
の努力や工夫がたくさん詰まっ 
ています。「なぜ？」「どうやっ 
て？」と疑問に思ったことを自 
分の力で考え、探求し、とこと 
ん追求してみることの大切さを 
改めて考えさせられます。 


